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大
石
内
蔵
助
と
主
税

非
常
の
事
態
に
出
あ
わ
な
い
と
、

人
間
の
真
骨
頂
は
あ
ら
わ
れ
な
い
も

の
ら
し
い
。

か
さ
か
さ
と
枯
葉
耳
遠
き
母
の
背
の

影か
え
ら
ざ
る
人
の
お
も
か
げ
落
胡
桃

　
　
　
　
　
　
大
泉

亡
母
の
髪
す
け
ば
未
明
の
水
流
れ

無
風
の
公
園
ざ
わ
め
き
だ
け
が
宙
に

浮
き
　
　
　
　
　
お
の
え

生
き
る
だ
け
の
枯
色
あ
つ
め
孤
独
の

婆日
に
日
に
燃
ゆ
る
ま
ゆ
み
落
日
ま
わ

り
出
す
。
　
　
　
　
深
雪

秋
の
海
舟
が
帰
心
の
日
矢
の
中

待
つ
こ
と
に
馴
れ
て
灯
せ
ば
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
涼
子

ひ
と
ひ
お
わ
り
の
音
の
か
そ
け
き
爪

く
れ
な
い
。

片
羽
茸
摘
み
こ
ぼ
し
う
す
れ
ゆ
く
怨

嵯
　
　
　
　
　
　
時
習

秋
晴
れ
や
飛
行
機
一
と
つ
空
と
海

曲
り
ご
志
伸
せ
ば
阿
や
免
の
帰
り
花

茸
狩
り
や
母
が
教
え
の
山
の
道

　
　
　
　
　
　
l

l

赤
穂
浪
士
四
十
六
人
は
復
讐
の
の

っ
、
四
候
に
お
預
け
と
な
り
、
大
石

ヨ
蔵
助
以
下
十
七
人
の
身
柄
は
細
川

家
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

内
蔵
助
の
長
男
、
主
税
以
下
十
人

は
、
久
松
家
に
お
預
け
に
な
り
ま
し

た
。
切
腹
の
当
日
、
久
松
候
は
一
同

に
酒
を
ふ
る
ま
い
、
別
れ
を
惜
し
み

　
し
た
が
、
と
く
に
十
七
才
の
少
年

　
禾
を
あ
わ
れ
に
思
い
「
そ
こ
も
と

の
母
人
が
、
父
と
子
が
共
々
に
死
ん

だ
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う

に
嘆
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
手
紙

で
伝
え
る
こ
と
は
表
向
き
許
さ
れ
ぬ

が
、
も
し
遺
言
が
あ
る
な
ら
、
一
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
十
月
十
四
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に

「
行
政
相
談
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま

　
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
行
政
相
談

－
度
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
理
解

伺
い
を
た
て
た
う
え
で
伝
え
よ
う
。

遠
慮
な
く
申
す
が
よ
い
」
と
い
う
と

主
税
は
け
な
げ
に
答
え
ま
し
た
。
　
「

父
内
蔵
助
は
、
か
ね
て
私
を
い
ま
し

め
て
、
万
一
恩
命
に
よ
っ
て
一
同
の

罪
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も

父
と
私
だ
け
は
、
義
を
貫
き
死
な
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
そ
む
く
よ

う
で
は
、
わ
が
子
で
な
い
か
ら
、
さ

よ
う
に
心
得
よ
、
と
申
し
ま
し
た
。

泉
岳
寺
で
別
れ
る
と
き
に
も
、
父
は

そ
の
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。
い
ま
死
を

賜
り
ま
す
の
は
、
か
ね
が
ね
の
願
い

に
か
な
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
京
を
立
つ
日
に
、
母
と
は
永
の
暇

△
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た
。

△
納
得
で
き
な
い
。

△
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

△
こ
う
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
、
役
所
に
対
す
る
董
情
や
、
相

を
告
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
母
の
こ

と
を
思
え
ば
胸
が
迫
り
ま
す
が
、
特

別
に
い
い
残
す
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
」
久
松
候
は
じ
め
、
居
合
わ
せ

た
人
た
ち
は
、
暗
涙
を
も
よ
お
し
ま

し
た
。

　
切
腹
の
着
替
え
の
と
き
、
主
税
は

「
冥
士
ま
で
母
の
く
れ
ま
し
た
も
の

を
着
て
ゆ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

母
か
ら
も
ら
っ
た
肌
着
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。

　
一
番
先
き
に
主
税
が
切
腹
の
席
に

坐
り
ま
し
た
。

　
三
方
と
小
脇
差
を
置
い
て
、
こ
れ

を

前
へ
だ
す
。
蒲
団
の
う
え
に
坐
る

と
、
検
使
役
へ
お
礼
を
の
べ
、
押
肌

ぬ
ぎ
、
介
錯
人
へ
お
じ
ぎ
を
し
て
、

小
脇
差
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
瞬
間

首
を
う
ち
落
と
す
。
介
錯
人
は
、
右

手
で
た
ぶ
さ
を
と
り
あ
げ
、
左
の
足
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，
一
　
響

を
敷
い
て
う
ず
く
ま
り
、
検
使
へ
実

見
に
入
れ
て
引
き
退
く
。

　
す
ぐ
仲
間
四
人
が
で
て
、
首
と
遺

骸
を
、
三
方
と
と
も
に
蒲
団
に
く
る

ん
で
引
き
と
る
。
血
が
飛
ん
で
い
る

の
を
、
桶
に
入
れ
て
あ
る
砂
を
敷
い

て
か
く
す
。

　
以
上
が
当
時
の
切
腹
の
作
法
で
す

が
、
主
税
は
、
介
錯
人
が
う
し
ろ
へ

ま
わ
っ
た
と
き
、

　
「
お
名
前
、
お
役
儀
は
」

と
き
き
ま
し
た
。

　
「
波
賀
清
太
夫
。
ご
安
心
な
さ
れ
ま

せ
。
槍
一
筋
の
主
で
ご
ざ
る
」

　
そ
の
コ
ト
バ
を
き
い
て
、
主
税
は

微
笑
を
う
か
べ
て
う
な
ず
い
た
と
い

う
。
い
や
し
き
者
の
手
に
か
か
る
こ

と
が
心
配
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

．
■
　
ー
り
齢
■

ま
し
た
。

　
赤
穂
城
明
渡
し
の
と
き
立
合
っ
た

幕
臣
の
話
に
よ
る
と
、
内
蔵
助
か
ら

う
け
た
印
象
は
、
と
て
も
あ
れ
ほ
ど

の
大
事
を
な
し
と
げ
る
人
物
と
は
思

え
な
い
。
平
凡
実
直
な
家
老
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
去
る
八
月
十
九
日
、
小
千
谷
高
校

に
お
い
て
、
剣
道
の
昇
段
審
査
が
お

こ
な
わ
れ
、
田
沢
中
学
校
か
ら
、
二
年

生
の
樋
口
浩
之
君
（
通
り
山
）
平
野
武

人
君
（
田
中
）
藤
田
幸
久
君
（
田
中
）
の

、
二
名
が
み
ご
と
初
段
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
三
人
は
、
小
学
五
年
生
の
時

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
自
力
で
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

sN

ミ
N
N
§
§
§
・
・
§
§
。
s
N
・
、
N
蔓
，
§
§
．
§
、
・
ミ
弐
N
．
§
■
§
§
§
，
§
’
．
§
、
．
§
’
．
糞
§
■
§
、
．
§
．
§
．
§
x
N
§
・
§
蔓

　
　
　
田
沢
中
二
年
生
三
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剣
道
初
段
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
田
沢
小
剣
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
に
入
り
、
毎
日
、
夏
も
冬
も
き
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
練
習
を
重
ね
て
来
て
、
得
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
、
三
君
の
活
躍
に
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
し
た
い
も
の
で
す
。
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働
き
な
が
ら
大
学
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
奨
学
生
を
募
集

行
政
相
談
の
お
し
ら
せ

人
生
往
来

　
　
ー
　
　
　
ー
　
　
潜

方
は
、
ご
希
望
に
そ
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
　
役
場
社
会
課
に
て
常
時

相
談
を
申
し
受
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

●
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て
　
去
る
＋
月
百
よ

　
　
　
い
り
、
田
沢
小
宰
校

　
一
つ
つ
　
の
宿
直
が
廃
止
さ
れ

な
に
ま
し
た
．

伴
用
　
そ
れ
で
学
校
開
放

に
使
で
の
使
用
ま
た
そ
の

化
の
他
の
使
用
時
（
教
育

撫
購
瀦

の
元
、
特
に
タ
バ
コ
の
火
に
は
充
分

気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

大
石
父
子
は
、
白
梅
の
よ
う
に
さ

わ
や
か
な
余
香
を
残
し
て
消
え
去
り

ー
、
細
ー

　
な
お
、
田
沢
小
中
学
校
の
非
常
か

け
つ
け
人
及
び
鍵
の
保
管
者
は
次
の

方
で
す
。

○
田
沢
小
学
校

　
・
非
常
か
け
つ
け
人
（
三
人
）

　
貝
沢
洋
次
氏
松
沢
健
一
氏
上

原
辰
巳
氏

　
○
カ
ギ
保
管
者

　
　
貝
沢
洋
次
氏
宅

○
田
沢
中
字
校

　
・
非
常
か
け
つ
け
人
（
三
人
）

　
・
高
橋
重
恭
氏
　
三
上
三
代
造
氏

　
井
ノ
川
栄
氏

　
・
カ
ギ
保
管
者

　
　
高
橋
重
恭
氏
宅

周
辺
の
大
学
、
予
備
校
、
各
種
学
校

に
進
学
す
る
学
生
の
た
め
奨
学
制
度

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
の
奨

学
生
を
墓
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

応
募
下
さ
い
。
な
お
新
潟
県
出
身
者

は
現
在
百
五
十
六
人
が
奨
堂
生
と
し

て
学
ん
で
お
り
ま
す
。

〇
四
年
制
大
学
～
入
学
金
、
授
業
料

　
金
額
貸
与
（
四
年
勤
続
す
る
と
返

済
免
除
）

○
毎
日
セ
ミ
ナ
ー
、
日
本
電
子
工
学

院
、
山
手
、
千
葉
予
備
校
～
入
学
金

授
業
料
金
額
貸
与
（
四
年
勤
続
す
る

と
返
済
免
除
）

○
仕
事
～
毎
日
新
聞
朝
夕
刊
配
達
と

釜○
待
遇
～
初
任
給
、
三
万
五
千
円

○
特
典
～
大
学
四
年
生
を
海
外
旅
行

へ
招
待
、
大
学
二
年
修
了
時
二
万
円

三
年
修
了
時
五
万
円
支
給

O
問
い
合
わ
せ
先

　
東
京
都
新
宿
区
西
大
久
保
四
ノ
一

七
〇
毎
日
新
聞
稲
田
別
館
内

　
　
毎
日
章
央
会

長
岡
市
台
町
ニ
ノ
七
ノ
ニ
○

　
　
毎
日
新
聞
長
岡
支
局

　
　
　
　
蚤
脚

　
　
　
　
『
甑

瓢◎産
声

氏
名
　
父
の
名
　
部
落
名

高
野
恵
美
三
郎
　
　
芋
沢

◎
高
砂
癖
騨
順
髭
篇

◎
昇
天

氏
名
　
　
年
令
　
部
落
名

鈴
木
　
ク
メ
　
　
（
妻
）
　
重
地

鈴
木
作
平
　
　
（
七
六
）
　
角
間

樋
口
　
徳
査
　
　
（
竺
）
　
小

樋
ロ
　
イ
ネ
　
　
（
四
八
）
　
田

小
林
　
ト
ラ
　
　
（
五
一
）
　
　
土

と
認
識
を
深
め
、
こ
の
制
度
の
活
用

　
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政

の
民
主
化
、
能
率
化
を
図
る
ほ
か
、

行
政
全
般
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

○
こ
う
い
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

へ
一
て
き
ぱ
き
ゃ
っ
て
も
ら
え
な
い
。

談
や
、
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
も
関

係
の
役
所
に
は
申
し
出
に
く
い
と
か

ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
方
は
、
気
軽
に
地
元
相
談
員
（

田
沢
本
村
関
根
隆
光
）
か
、
行
政

監
察
局
の
相
談
所
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
　
取
扱
い
は
無
料
で
す
。

自
分
の
名
前
を
出
し
た
く
な
い
方
、

申
し
出
の
内
容
を
秘
密
に
さ
れ
た
い
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十
一

一
峠
ト
ン
ネ
ル
開
墾

　
去
る
十
月
十
二
日
村
民
各
位
の
長

年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の

十
二
峠
開
竪
起
工
式
が
塩
沢
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
の
斜
面
や
土
捨
場
の
関

を

　
　
　
　
　
　
　
，
資
転

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ヂ

潔
灘
．
難
、
♂

轟
鱗

幽
砂
‘

起
エ
式
施
行
さ
る

中
里
村
長
藤
田

係
で
、
塩
沢
側
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
中
里
側
で
も
塩
沢
側
同

様
新
幹
線
が
湯
沢
に
停
車
す
る
昭
和

五
十
一
年
を
目
途
と
し
て
工
事
を
続

行
中
で
あ
り
ま
す
が
、
更
に
西
田
尻

に
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
開
馨
や
、
道
路

整
備
を
行
う
た
め
の
予
算
獲
得
と
、

国
道
昇
格
間
題
に
奔
走
す
乃
所
謂
大

陳
情
大
運
動
を
続
行
せ
ね
ば
な
り
ま

　
　
、
・
　
雛
鷹
灘
・
・

撚
、
：
饗
鍵
精
鼎
難

、
浦
、
ガ
、
　
、
備
与
探
昏
・
章
講

　　　　　　　　　　　　　　　　　懲

　　　　　　　　　　　　　　　　響

　　　　　　　塑

　　　　霧

、1

　　為

　
肇
p
【

雛

五
郎

せ
ん
。
沿
線
十
三
市
町
村
で
結
成
さ

れ
た
、
高
田
松
之
山
六
日
町
線
道
路

整
備
並
び
に
国
道
昇
格
期
成
同
盟
会

結
成
以
来
、
僅
か
三
年
半
で
こ
れ
迄

に
事
業
が
進
展
し
た
こ
と
は
、
国
県

は
も
と
よ
り
、
村
議
会
始
め
あ
ら
ゆ

る
関
係
機
関
関
係
者
の
絶
大
な
る
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
関
係
機
関
、
関
係
者
と
緊

密
な
る
連
絡
と
御
支
援
を
頂
き
乍
ら

所
期
の
目
的
達
成
に
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
五
回
定
例
村
議
会
開
く

㌫
繍
三
千
吾
＋
七
万
六
干
円

　
去
る
九
月
二
十
日
、
午
前
九
時
よ

り
、
役
場
議
場
に
お
い
て
第
五
回
定

例
村
議
会
が
開
か
れ
、
次
の
議
案
が

そ
れ
ぞ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

季
節
の
か
お

　
　
〈
秋
の
深
ま
り
〉

農
薬
の
被
宝
口
で

赤
ト
ン
ボ
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た

田
ん
ぼ
の
中
で

人
工
の
プ
ロ
ペ
ラ
ト
ン
ボ
が

　
　
　
　
　
宙
を
舞
・
っ

稲
ば
よ
せ
の
終
っ
た
は
ざ
木

栗
の
実
が
落
ち

　
イ
ガ
だ
け
が
残
っ
て
い
る
栗
の
木

日
が
短
か
く
な
っ
て

夕
暮
れ
の
あ
わ
い
陽
ざ
し
が

家
々
の
窓
や
カ
ベ
に
反
射
し

冬
ご
も
り
の
準
備
を
始
め
る

　
妻
有
の
里
に

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

果
、
い
づ
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
条
例
制
定

　
　
中
里
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
中
里
村
文
化
財
保
護
条
例

　
　
中
里
村
文
化
財
調
査
審
議
会
設

置
条
例

二
、
工
事
請
負
契
約

　
　
高
道
山
地
区
第
二
期
圃
場
整
備

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
　
（
金
額
五
、
五
八
五
千
円
増
）

　
　
重
地
地
区
圃
場
整
備
工
事
請
負

　
契
約
の
変
更

　
　
（
金
額
一
〇
、
六
八
一
千
円
増
）

　
　
程
島
臼
羽
毛
地
区
圃
場
整
備
工

　
事
契
約
の
変
更

　
　
（
金
額
九
、
三
六
一
二
千
円
増
）

異
補
正
予
算

　
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計

　
　
（
補
正
額
三
三
、
一
ヒ
六
干
円
）

　
同
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
（
事
業
堪
定
同
一
、
六
七
五
千

譲

1、罐跳触
1…，ヤ鱒
　　　　　　　　　ノ

1　　、解蜜臓一　　　　，，　　　　・
　一　，　　　　　　P　　　　　　　1　　ド　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　漣∫

熱醒纏璽燃糊
灘、　、”　　　．〕難騰、藻障窪惹櫛　＾

　
　
　
贈

華
灘
、

其
潔
飛
、

　　　　『殺
‘

　　　　収鱒　　　　・、欝
難
羅

箋
糞
蹟

十
一
月
の
行
事

十
一
月
五
日
～
十
二
月
二
十
一
日

ま
で
、
村
内
全
域
で
行
な
い
ま
す
。

◎
献
血
十
一
月
二
日
午
前
十
時
よ

り
中
里
村
公
民
館
に
お
い
て
。

◎
母
子
大
会
～
干
溝
児
童
館
に
お
い

て
＋
一
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

円
施
設
勘
定
同
一
二
三
千
円
）

二
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

同
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

教
墓
員
会
委
員

（
嚢
勘
定
四
二
〇
千
円
）

次
に
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合

角
間
　
鈴
木
国
康

固
定
資
産
評
価
棄
且
委
員
会
委
員

外
四
件
み
一
部
事
務
組
合
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
の
議
案
の
他
、
九
月

　
　
重
地
　
鈴
木
一
郎

続
い
て
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
△

、
二
十
日
任
期
満
了
と
な
る
中
里
村
教

規
約
の
変
更
に
伴
う
議
会
議
員
の
選

育
委
員
会
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価

出
に
つ
い
て
、
次
の
議
員
が
選
出
さ

審
査
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
た
め

れ
ま
し
だ
。

の
議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ
、
次
の

小
原
　
服
部
武
男男



馨
昭和48年10月15日（2とさかな（蟹墾灘易鶉）第207号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告

鎌簑講飾鞍繰鐘島看羅軸萸磁轟覆税昌欝難肇暴罐

みくにるな　だ　・し　・一日う
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つが　　　え溝どた　り　いに
て死最まなん行ま動はあ
おに近しどな為す物　’な
りま　’よに迷が　o’あた
まし田う物惑他あ魚なが
耀。馨繁禽墾
　ん内　　るる動何さじ　つ
　なで　　前か物気ん人て
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奪蘇1鱒蘇鐸1。lli轄
害

年
賀
ハ
ガ
キ
の
癸
売
は

十

月
五
日

〈
靖
円
（
寄
　
）
〉
の

種
類
で
す
。

昭和48年10月15日とさかな（鯉灘欄）3）第207号

第
2
0
回
N
H
K

　
　
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
大
会

一
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的

　
青
年
の
み
な
さ
ん
が
何
を
感
じ
何

を
考
え
て
い
る
か
を
一
般
の
人
々
に

強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
現
代
の
若

い
世
代
の
清
新
か
つ
建
設
的
な
意
見

を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

二
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
す
す
め
方

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
大
会
、

地
方
大
会
、
全
国
大
会
の
三
段
階
に

分
か
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
大
会
は
、
ま
ず
原
稿
で
審

査
し
、
合
格
さ
れ
た
方
を
十
一
月
十

七
日
仕
N
H
K
新
潟
放
送
局
に
お
ま

ね
き
L
、
新
潟
県
代
表
を
決
定
し
ま

す
。
関
東
甲
信
越
地
方
大
会
は
各
県

代
表
者
を
あ
つ
め
て
お
こ
な
い
、
最

秋
の
一

優
秀
に
な
ら
れ
た
方
は
来
年
一
月
十

五
日
（
成
人
の
日
）
に
東
京
の
N
H

K
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
全
国
大
会
に

出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
参
加
資
格

　
新
潟
県
に
お
住
ま
い
の
、
昭
和
二

十
三
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
三
十

三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
性
別
、
学
歴
、
職
業
は
問
い
ま

せ
ん
。

四
、
応
募
方
法

　
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
は
次

の
四
つ
で
す
。
．

A
わ
た
し
の
尊
敬
す
る
人

B
わ
た
し
の
実
践
か
ら

C
わ
た
し
の
選
ん
だ
道

D
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
青
年
の
役
割

　
　
　
　
　
　
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
を
実
施

中
里
村
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会

中
里
村
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会

（
会
長
・
林
秀
氏
）
で
は
、
今
月
十

五
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
期

間
を
、
秋
の
一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
目
的
は
、
年
間
駆
除
の
総
仕

上
げ
に
あ
た
る
ネ
ズ
ミ
駆
除
で
、
食

中
毒
や
ワ
イ
ル
氏
病
な
ら
び
に
ツ
ツ

ガ
虫
病
等
の
未
然
防
止
と
田
畑
、
果

樹家

具
類
の
被
害
を
防
止
し
清
潔
で

快
適
な
環
境
を
作
る
た
め
全
村
総
ぐ

る
み
の
組
織
活
動
に
よ
り
一
斉
ネ
ズ

ミ
駆
除
運
動
を
展
開
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
が
実
施

す
る
事
項
と
ル
で
、

①
家
鼠
を
中
心
に
各
学
校
区
ご
と
に

ネ
ズ
ミ
駆
除
講
習
会
を
開
催
す
る
。

②
講
習
会
の
講
師
斡
旋
を
行
な
う
。

③
殺
鼠
薬
剤
の
斡
旋
を
行
な
う
ρ

④
不
ズ
ミ
駆
除
優
良
者
及
び
多
数
捕

殺
者
に
記
念
品
を
贈
呈
す
る
。

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

出
場
希
望
の
方
は
こ
の
う
ち
一
題

を
選
ん
で
五
分
以
内
で
発
表
を
終
る

よ
う
に
意
見
を
ま
と
め
た
原
稿
（
四

百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
～
四
枚
程
度

）
を
十
一
月
五
日
（
月
）
ま
で
に
郵

便
番
号
九
五
〇
新
潟
市
弁
天
町
一
の

四
四
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の

主
張
」
係
へ
送
っ
て
下
さ
い
。

　
応
募
は
一
人
一
題
に
限
り
ま
す
。

　
原
稿
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
令

職
業
な
ど
を
は
っ
き
り
書
い
て
、
さ

ら
に
応
蕃
不
を
添
え
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
選
ん
だ
課
題
は
コ
ン
ク
ー

ル
途
中
で
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

五
、
そ
の
他

原
稿
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
に
は
、

記
念
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
新
潟
県

大
会
の
最
優
秀
、
優
秀
の
方
に
は
賞

状
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

　
地
方
大
会
の
最
優
秀
、
優
秀
の
方

に
は
賞
状
、
賞
品
を
送
り
ま
す
。
全

国
大
会
で
は
最
優
秀
の
方
に
は
賞
状
、

賞
品
を
送
る
ほ
か
、
全
国
大
会
出
場

者
の
う
ち
身
心
と
も
に
健
康
で
海
外

で
の
長
期
の
集
団
行
動
に
支
障
が
な

い
と
認
め
た
方
は
来
年
七
月
～
八
月

に
世
界
青
少
年
交
流
協
会
が
行
う
約

三
週
間
の
海
外
派
遣
行
事
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

あ
な
た
の
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
一
円
玉
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
百
十
七
億
七
千
二
百
万
枚
と
い
う

天
文
学
的
数
字
の
よ
う
な
数
の
一
円

玉
が
、
こ
と
し
の
六
月
末
現
在
の
流

通
高
で
す
。

，
こ
の
数
字
で
み
ま
す
と
、
国
民
ひ

と
り
当
り
約
百
十
四
枚
の
一
円
玉
を

も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
商
店
な
ど

で
は
、
つ
り
銭
に
、
一
円
玉
が
な
く

て
困
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
発
行
量
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

不
足
し
て
い
る
一
円
貨
は
、
案
外
と

お
子
さ
ま
の
貯
金
箱
や
、
机
の
片
す

み
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
も
一

円
貨
の
不
足
か
ら
こ
の
た
び
貯
蓄
運

動
の
一
つ
と
し
て
、
各
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
一
円
貨
の
有
効
活
用
を
県
民

に
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
眠
っ
て
い
る
一
円
玉
を
さ

が
し
出
し
て
、
社
会
の
た
め
に
、
買

物
や
貯
金
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
明
日
と
は
い
わ
ず
、
い
ま
す
ぐ
に

銀
行
や
郵
便
局
に
持
参
し
て
貯
金
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
＋
月
、
＋
一
月
は

　
　
　
所

　
　
　
健
歴
萱
せ
い
製
撲

う
禍
保
滅
運
動
の
月
間
で
す
．

よ
剤
町
最
近
・
こ
れ
ら
の

　
　
ヤ
　
ロ
ロ

し
㌧
＋
乱
用
蓑
蓬
反
者

放
せ
　
の
増
加
が
目
立
ち
・

追
覚
で
、
そ
の
爆
里
母
に
よ

な
薬
　
る
被
害
妄
想
幻
覚
あ

ん
麻
　
る
い
は
課
な
ど
の

み
症
状
を
呈
す
る
こ
と

か
ら
、
強
盗
、
暴
行
、
傷
害
及
び
放

火
な
ど
の
非
行
が
続
出
し
て
お
り
、
ま

た
密
造
密
売
等
に
暴
力
団
が
介
入
し

て
有
力
な
資
金
源
と
し
て
い
る
な
ど

大
き
な
社
会
問
題
に
発
展
し
て
お
り

な
お
、
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
　
」
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

N
H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主
張

料
理
サ
ー
ク
ル
盛
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
実
習
日
は
、

　
読
書
の
秋
、
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
そ
し

て
食
欲
の
秋
。
毎
週
火
曜
日
夜
六
時

半
に
な
る
と
、
お
勤
め
帰
り
の
料
理

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
公
民
館
の

実
習
室
に
集
ま
り
ま
す
。

省
略
し
な
い
で

　
「
丁
目
」

　
　
　
　
町
名
の
一
部

　
郵
便
を
差
し
出
す
場
合
な
ど
相
手

の
住
所
や
ご
自
分
の
住
所
を
記
入
す

る
際
に
「
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○

番
○
号
」
と
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
を
「
○
○
市
○
○
町
0
1

0
1
0
」
書
く
方
が
お
り
ま
す
が
「

○
○
町
○
丁
目
」
ま
で
は
町
名
で
す

か
ら
略
記
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
郵
便
だ
け
に
限
ら

ず
、
住
所
を
書
く
場
合
に
は
、
す
べ

て
略
記
せ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〇
一
般
の
場
A
・

　
町
　
名
　
街
区
符
号
住
居
番
号

○
○
市
○
○
町
○
番
　
　
○
号

○丁目

　
　
香
典
返
し
に

　
　
　
寄
　
附

　
小
原
の
樋
口
順
一
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
亡
父
徳
松
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
弐
干
円
を
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
運
動
に
、

ご
協
力
下
さ
い
。

毎
週
火
曜
日

　
上
村
病
院
栄
養
士
の
桑
原
雅
子
先

生
を
中
心
に
、
料
理
実
習
が
お
こ
な

わ
れ
、
実
習
が
始
ま
る
と
、
た
の
し

そ
う
で
、
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
お
も
い
お
も
い
の
エ

プ
ロ
ン
に
、
手
ぎ
わ
よ
く
、
テ
キ
パ

キ
と
分
担
さ
れ
た
作
業
に
と
り
か
か

り
ま
す
。
そ
し
て
出
来
あ
が
る
と
皆

さ
ん
一
緒
に
会
食
。
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
、
ま
た
味
の
付
け
方
、
着
色

の
程
度
と
い
ろ
い
ろ
と
反
省
し
あ
う

も
う
、
み
な
さ
ん
、
太
る
の
は
全
々

気
に
し
な
い
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
実
際
は
、
安
い
経
費
で
ス

タ
ミ
ナ
の
あ
る
そ
し
て
、
健
康
食
、
食

べ
て
も
太
ら
な
い
美
容
貫
と
か
。
あ
な

た
も
い
か
が
で
す
か
、
一
人
一
回
皇
且

十
円
か
ら
二
百
円
程
度
の
経
費
で
す
。

　
不
用
犬
の

　
　
　
引
き
取
り
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

　
不
用
犬
の
引
き
取
り
を
、
十
一
月

八
日
、
午
後
一
時
か
ら
一
時
五
分
ま

で
、
中
里
村
公
民
館
前
で
行
な
い
ま
す
。


